




 

〔はじめに〕 

 余暇活動の Iつとしてソロバン指導を始めてから 2年 6カ月が過ぎようとし

ている。S・50 年 8 月、夏休みの学習介助時、4・5人の子供達がソロバンを使

って遊んでいたことと「何をしても自分のほんとうに得意とするものがなく何

か自信のもてるものがあったらなあ」とつぶやいていた J子のことばを耳にし

て筋ジストロフィー児(者)は指先の機能が最後まで残るということを聞いてい

たので指先を使ってできるソロバンに着眼し、個人指導を始めた。この J子が

S50年 11月に全国珠算教育連盟の検定7.6級に合格したことがまわりの子供達

に影響を与え、自主的にソロバンをやりたいという希望児が集まったが小学

2.3 年生ということもあって比較的活動的ではあるが一つのものに集中、持続

するということは日常観察からは余りみられず、3 日坊主ではなかろうかと気

がかりではあったが真新しいソロバンを片手にどうしてもやりたいという子供

達の熱意に動かされ J子をリーダーとして指導を試みた。 


